
新たな門出を迎えた新入職員 
令和４年度入会式（総務人事部）

「令和３年度ＪＡ全農契約栽培米多収
コンテスト」開催（米穀部）

ＥＶ急速充電器とＥＶカーシェアの
実証を開始（総合エネルギー部）

「ニッポンエール  長野県産りんご三兄弟」
新発売（営業開発部）

特集  事業承継
産地の１０年後を見据えて取り組もう
（耕種総合対策部）

ＪＲ京都駅前地下街に
「みのりカフェ京都ポルタ店」オープン
（京都府本部）

全農直営飲食店舗１６店舗で
「冬春なすフェア」開催（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　宮崎経済連直販ショップ  アパス

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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「ゴディバ×全農  コラボレーションプロジェクト」
ゴディバ日本上陸５０周年  ＪＡ全農創立５０周年  初の共同プログラムが始動5

面
（営業開発部）

3

4面

「ＧＯＤＩＶＡ×全農 コラボレーションプロジェクト」の発表会に出席した全農の桑田義文専務理事ら
関係者（５面）

EV急速充電器とEVカーシェアの実証を開始（3面）

JA京都駅前地下街に「みのりカフェ京都ポルタ店」
オープン（8面）

Web
限定

「箱根山麓紅茶」使用シフォンケーキ新発売
（神奈川県本部）
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・
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企
画
部
）



News!

News!

新たな門出を迎えた新入職員

「令和３年度ＪＡ全農契約栽培米多収コンテスト」開催

令和４年度入会式

会長賞に菊地茂光さん（JA水戸）

総務人事部

米穀部

　
全
農
は
4
月
1
日
、令
和
4
年
度
入
会
式
を
行
い
ま
し
た
。新
規
採
用

職
員
2
8
7
人
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
全
農
は
、「
令
和
3
年
度
J
A
全
農
契
約
栽
培
米
多
収
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。2
年
連
続
、菊
地
茂
光
さ
ん（
J
A
水
戸
）が「
全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会 

会
長
賞
」を
受
賞
し
、3
月
23
日
に
茨
城
県

内
で
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
都
府
県
本

部
採
用
者
は
各
本
部
で
、
本
所

採
用
者
は
一
橋
講
堂（
東
京
都
）

で
入
会
式
を
行
い
ま
し
た
。令
和

4
年
度
新
規
採
用
職
員
2
8
7

人
が
新
た
な
仲
間
と
し
て
加
わ

り
ま
し
た
。一
人
ず
つ
に
辞
令
書

が
手
渡
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
新

入
職
員
は
皆
大
き
な
期
待
と
志

を
胸
に
、
全
農
職
員
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
会
場
で
菅
野
幸
雄
会

　
全
農
で
は
、
稲
作
生
産
者
の

経
営
安
定
に
向
け
、
安
定
取
引

が
見
込
め
る
業
務
用
実
需
者
と

の
契
約
栽
培
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
こ
の
契
約
栽
培
に
お
い
て

長
に
よ
る
年
度
初
め
の
あ
い
さ

つ
を
視
聴
し
ま
し
た
。菅
野
会
長

か
ら
は「
配
属
さ
れ
た
部
署
で
与

え
ら
れ
た
仕
事
に
一
生
懸
命
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
。時
に
失
敗
し

な
が
ら
小
さ
な
こ
と
か
ら
成
功

体
験
を
積
み
重
ね
、農
家
・
農
業

に
貢
献
で
き
る
人
材
に
大
き
く

育
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

は
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

主
に
多
収
品
種
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、契
約
栽
培

に
取
り
組
む
生
産
者
の
栽
培
技

術
向
上
や
生
産
意
欲
向
上
の
た

め
、平
成
30
年
度
に
開
始
し
、今

回
で
4
回
目
と
な
り
ま
す
。全
農

会
長
賞
に
は
J
A
水
戸（
茨
城

県
）管
内
の
菊
地
茂
光
さ
ん（
品

種
：
と
よ
め
き
、
反
収
8
8
8

㌔
）、全
農
理
事
長
賞
最
優
秀
賞

に
は
J
A
埼
玉
中
央（
埼
玉
県
）

管
内
の
原
田
裕
さ
ん（
品
種
：
ほ

し
じ
る
し
、反
収
8
6
1
㌔
）が

選
ば
れ
ま
し
た
。会
長
賞
を
受
賞

し
た
菊
地
さ
ん
は「
管
理
を
徹
底

し
て
時
期
に
合
わ
せ
た
施
肥
を

行
っ
た
こ
と
が
良

か
っ
た
。
来
年
も

こ
の
賞
を
獲
得
で

き
る
よ
う
に
、し
っ

か
り
と
取
り
組
み

た
い
」と
コ
メ
ン
ト

し
ま
し
た
。

本
所
の
入
会
式
で
辞
令
書
を
受
け
る

新
規
採
用
職
員

東京での入会式に参加した新規採用職員

理事長賞最優秀賞を受賞した原田さ
ん（中央）

会長賞を受賞した菊地さん（左より２人目）

コンテストの結果
についてはこちら
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News!

News!

ＥＶ急速充電器とＥＶカーシェアの実証を開始

「ニッポンエール 長野県産りんご三兄弟」新発売

ＥＶ化社会を見据えた取り組み

伊藤園と「ニッポンエールプロジェクト」で共同開発

総合エネルギー部

営業開発部

　
全
農
は
、次
期
中
期
計
画
の
全
体
戦
略
で
あ
る「
地
域
活
性
化
」「
環
境

対
策
」の
一
環
と
し
て
、E
V
化
社
会
を
見
据
え
た
事
業
モ
デ
ル（
E
V

急
速
充
電
器
の
設
置
、E
V
カ
ー
シ
ェ
ア
の
導
入
）を
実
証
し
ま
す
。

　
全
農
は
、農
業
支
援
の
新
し
い
取
り
組
み「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
、清
涼
飲
料
水「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

長
野
県
産
り
ん
ご
三

兄
弟
」を
商
品
開
発
し
ま
し
た
。共
同
開
発
を
行
っ
た
㈱
伊
藤
園
が
4
月

11
日
に
発
売
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、E
V
の
急
速
な

普
及
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。将
来

的
に
は
脱
炭
素
化
へ
向
か
う
地

域
社
会
や
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
撤
退
が
進
む
中
山
間
地
域
で

の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
E
V
急
速
充
電
器
は
、
群
馬

県
吉
岡
町
の「
J
A
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
野
田
宿
店
」に
容
量
50
k
W

の
充
電
器
を
1
台
設
置
し
、
事

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全

農
と
メ
ー
カ
ー
、
販
売
先
が
協

力
し
て
、
国
産
農
畜
産
物
の

P
R
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を

展
開
し
、
商
品
を
通
じ
て
産
地

を
応
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
活

動
で
す
。伊
藤
園
と
は
、全
国
の

特
色
あ
る
農
産
物
を
使
用
し
た

清
涼
飲
料
水
を
共
同
開
発
し
て

き
ま
し
た
。

業
化
や
店
舗
へ
の
集
客
効
果
、

J
A
で
ん
き
の
認
知
度
向
上
な

ど
の
副
次
的
効
果
を
検
証
し
ま

す
。

　
E
V
カ
ー
シ
ェ
ア
は
、
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
全
農
の

舎
宅
に
日
産
リ
ー
フ
を
導
入
し
、

本
会
職
員
を
モ
ニ
タ
ー
に
し
た

実
証
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
実
証
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
後

は
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の
一
部

事
業
所
の
推
進
車（
E
V
）を
活

用
し
た
一
般
開
放
モ
デ
ル
に
も

取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
商
品
名
の「
り
ん
ご
三
兄
弟
」

は
、
長
野
県
生
ま
れ
の
3
つ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
、「
秋
映
」「
シ

ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー

ル
ド
」を
親
し
み
や
す
く
P
R

す
る
た
め
に
全
農
が
商
標
登
録

し
た
愛
称
で
す
。
こ
の
商
品
は

3
品
種
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ブ
レ

ン
ド
し
た
清
涼
飲
料
水
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
4
月
8
日
に
は
、
長
野
県
本

部
、全
国
農
協
食
品
㈱
、伊
藤
園

の
関
係
者
が
阿
部
守
一
知
事
を

訪
問
し
、
同
商
品
を
紹
介
し
ま

し
た
。阿
部
知
事
は「
リ
ン
ゴ
は

長
野
県
を
代
表
す
る
作
物
で
す
。

本
商
品
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
る
飲
料
と
し
て
、手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、長
野

県
の
リ
ン
ゴ
を
知
り
、生
果
も
食

べ
て
い
た
だ
き
、長
野
県
に
も
お

越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
な
循
環

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、我
々

も
協
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

JAファーマーズ野田宿店に設置されたＥＶ急速充電
器での給電
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
利
用
の
イ
メ
ー
ジ

長野県本部、全国農協食品、伊藤園の関係
者が阿部知事（中央）を訪問し商品を紹介

清
涼
飲
料
水「
ニッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

長
野
県
産

り
ん
ご
三
兄
弟
」
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「ゴディバ×全農 コラボレーションプロジェクト」
ゴディバ日本上陸50周年　JA全農創立50周年

初の共同プログラムが始動

　風味豊かなフルーツのジュレをチョコレートで包んだジュレショコラ2品と、果実そのものが楽しめ
るドライフルーツをチョコレートでコーティングしたドライフルーツのチョコレートがけ2品を用意しました。
　全農はゴディバとの合同プロジェクトとして、今後も日本各地のおいしい食材とチョコレートを使用
した限定商品・メニューを展開していきます。

　全農は3月30日に創立50周年を迎え、日
本上陸50周年を迎えるゴディバジャパン㈱
と初の共同プログラム「GODIVA×全農 
コラボレーションプロジェクト」を発足しまし
た。日本各地のおいしい食材とチョコレート
を使用した全50アイテムを順次展開します。

【営業開発部】
左から、みのりカフェ銀座小林みのり店長、全農・桑田義文代表
専務理事、ゴディバ ジャパン㈱代表取締役社長 ジェローム・シュ
シャン氏、エグゼクティブシェフ・ショコラティエ／パティシエ ヤニック・
シュヴォロー氏

第1弾ラインアップ4商品

GODIVA café Nihonbashi店内

福岡県産あまおう苺 
ジュレショコラ

宮崎県産日向夏ピール 
ミルクチョコレート

長野県産シャインマスカット 
ジュレショコラ

和歌山県産梅酒の梅 
ダークチョコレート

　全農とゴディバジャパンは3月29日、東京・日本橋の「GODIVA 
café Nihonbashi」で、「GODIVA×全農 コラボレーションプロジェ
クト」発表会・試食会を開催しました。50周年の感謝の想いを込め
て、「ニッポンエール」とのＷブランドなど、1年間を通じて商品とメ
ニューの開発数「50」をめざします。
　プロジェクト第1弾として、3月30日から全国のゴディバ限定ショップ
で4商品、4月1日からゴディバカフェ
で2メニューの販売をスタートして
います。また、4月下旬にはみのり
カフェ・みのる食堂で限定メニュー
を発売予定です。

「GODIVA×全農 コラボレーションプロジェクト」第1弾ラインアップ

循環型パレット輸送のイメージ

㊤
産
地
で
の
実
証
試
験（
産
地
が
ｉ
Ｐａ
ｄ

で
貨
物
情
報
を
確
認
す
る
様
子
）㊦
卸
売

会
社
で
の
実
証（
荷
受
け
の
様
子
）

　
運
送
業
界
に
お
け
る
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
や
残
業
時
間
規

制
厳
守
化（
2
0
2
4
年
問

題
）に
よ
り
、青
果
物
輸
送
に

お
け
る「
運
べ
な
い
リ
ス
ク
」が

顕
在
化
す
る
な
か
、い
ま
だ

手
荷
役
作
業
が
多
い
青
果
物

輸
送
は
、運
送
会
社
か
ら
敬

遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。全
農
で
は
、手
荷
役
削
減

に
向
け
た
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、流
通
各
段
階
に
お
け
る
パ

レ
ッ
ト
の
管
理
責
任
が
不
明

確
な
こ
と
に
よ
り
パ
レ
ッ
ト

回
収
率
が
上
が
ら
ず
、産
地

の
費
用
負
担
が
増
え
る
な
ど

課
題
が
出
て
い
ま
す
。こ
の
た

め
、パ
レ
ッ
ト
管
理
責
任
の
可

視
化
を
目
的
と
し
て
、国
庫

事
業
を
活
用
し
た「
パ
レ
ッ
ト

共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
」の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
は
、全
農
本

所
と
産
地（
ホ
ク
レ
ン
、秋
田

県
本
部
、鹿
児
島
経
済
連
）、

卸
売
会
社（
東
京
青
果
、

J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
）、

物
流
事
業
者（
全
農
物
流
ほ

か
）、パ
レ
ッ
ト
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

2
社
、シ
ス
テ
ム
開
発
企
業

に
よ
る「
パ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
開

発
検
討
会
」を
組
成
し
、産

地
出
荷
情
報
と
パ
レ
ッ
ト
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
の
管
理
状

況
も
含
め
た
物
流
情
報
を
連

携
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
と
、

そ
の
実
証
方
法
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。今
年
３
月
に

は
産
地
か
ら
卸
売
会
社
ま
で

の
試
験
輸
送
を
行
い
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
な
ど

で
パ
レ
ッ
ト
の
移
動
情
報
や

商
品
情
報
の
可
視
化
を
実

証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
当
シ
ス
テ
ム
の
本
稼
働
に

よ
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
の
商
品
・
物
流
情
報
の

共
有
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ

る
産
地
・
卸
売
会
社
で
の
荷

受
け
業
務
の
効
率
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、令
和

４
年
度
は
、仲
卸
業
者
な
ど

へ
範
囲
を
拡
大
し
た
開
発
・

実
証
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、パ
レ
ッ
ト
運
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
策
定
に
つ
い
て
も
協

議
し
、青
果
物
の
パ
レ
ッ
ト
輸

送
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

青
果
物
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
拡
大
に
向
け
た

共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

園
芸
部・経
営
企
画
部

　全
農
は
、持
続
可
能
な
青
果
物
流
通
の
実
現

の
た
め
、パ
レ
ッ
ト
輸
送
拡
大
に
向
け
た「
パ
レ
ッ

ト
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
開
発
し
、実
証
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
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「ゴディバ×全農 コラボレーションプロジェクト」
ゴディバ日本上陸50周年　JA全農創立50周年

初の共同プログラムが始動

　風味豊かなフルーツのジュレをチョコレートで包んだジュレショコラ2品と、果実そのものが楽しめ
るドライフルーツをチョコレートでコーティングしたドライフルーツのチョコレートがけ2品を用意しました。
　全農はゴディバとの合同プロジェクトとして、今後も日本各地のおいしい食材とチョコレートを使用
した限定商品・メニューを展開していきます。

　全農は3月30日に創立50周年を迎え、日
本上陸50周年を迎えるゴディバジャパン㈱
と初の共同プログラム「GODIVA×全農 
コラボレーションプロジェクト」を発足しまし
た。日本各地のおいしい食材とチョコレート
を使用した全50アイテムを順次展開します。

【営業開発部】
左から、みのりカフェ銀座小林みのり店長、全農・桑田義文代表
専務理事、ゴディバ ジャパン㈱代表取締役社長 ジェローム・シュ
シャン氏、エグゼクティブシェフ・ショコラティエ／パティシエ ヤニック・
シュヴォロー氏

第1弾ラインアップ4商品

GODIVA café Nihonbashi店内

福岡県産あまおう苺 
ジュレショコラ

宮崎県産日向夏ピール 
ミルクチョコレート

長野県産シャインマスカット 
ジュレショコラ

和歌山県産梅酒の梅 
ダークチョコレート

　全農とゴディバジャパンは3月29日、東京・日本橋の「GODIVA 
café Nihonbashi」で、「GODIVA×全農 コラボレーションプロジェ
クト」発表会・試食会を開催しました。50周年の感謝の想いを込め
て、「ニッポンエール」とのＷブランドなど、1年間を通じて商品とメ
ニューの開発数「50」をめざします。
　プロジェクト第1弾として、3月30日から全国のゴディバ限定ショップ
で4商品、4月1日からゴディバカフェ
で2メニューの販売をスタートして
います。また、4月下旬にはみのり
カフェ・みのる食堂で限定メニュー
を発売予定です。

「GODIVA×全農 コラボレーションプロジェクト」第1弾ラインアップ

循環型パレット輸送のイメージ

㊤
産
地
で
の
実
証
試
験（
産
地
が
ｉ
Ｐａ
ｄ

で
貨
物
情
報
を
確
認
す
る
様
子
）㊦
卸
売

会
社
で
の
実
証（
荷
受
け
の
様
子
）

　
運
送
業
界
に
お
け
る
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
や
残
業
時
間
規

制
厳
守
化（
2
0
2
4
年
問

題
）に
よ
り
、青
果
物
輸
送
に

お
け
る「
運
べ
な
い
リ
ス
ク
」が

顕
在
化
す
る
な
か
、い
ま
だ

手
荷
役
作
業
が
多
い
青
果
物

輸
送
は
、運
送
会
社
か
ら
敬

遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。全
農
で
は
、手
荷
役
削
減

に
向
け
た
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、流
通
各
段
階
に
お
け
る
パ

レ
ッ
ト
の
管
理
責
任
が
不
明

確
な
こ
と
に
よ
り
パ
レ
ッ
ト

回
収
率
が
上
が
ら
ず
、産
地

の
費
用
負
担
が
増
え
る
な
ど

課
題
が
出
て
い
ま
す
。こ
の
た

め
、パ
レ
ッ
ト
管
理
責
任
の
可

視
化
を
目
的
と
し
て
、国
庫

事
業
を
活
用
し
た「
パ
レ
ッ
ト

共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
」の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
は
、全
農
本

所
と
産
地（
ホ
ク
レ
ン
、秋
田

県
本
部
、鹿
児
島
経
済
連
）、

卸
売
会
社（
東
京
青
果
、

J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
）、

物
流
事
業
者（
全
農
物
流
ほ

か
）、パ
レ
ッ
ト
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

2
社
、シ
ス
テ
ム
開
発
企
業

に
よ
る「
パ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
開

発
検
討
会
」を
組
成
し
、産

地
出
荷
情
報
と
パ
レ
ッ
ト
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
の
管
理
状

況
も
含
め
た
物
流
情
報
を
連

携
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
と
、

そ
の
実
証
方
法
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。今
年
３
月
に

は
産
地
か
ら
卸
売
会
社
ま
で

の
試
験
輸
送
を
行
い
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
な
ど

で
パ
レ
ッ
ト
の
移
動
情
報
や

商
品
情
報
の
可
視
化
を
実

証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
当
シ
ス
テ
ム
の
本
稼
働
に

よ
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
の
商
品
・
物
流
情
報
の

共
有
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ

る
産
地
・
卸
売
会
社
で
の
荷

受
け
業
務
の
効
率
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、令
和

４
年
度
は
、仲
卸
業
者
な
ど

へ
範
囲
を
拡
大
し
た
開
発
・

実
証
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、パ
レ
ッ
ト
運
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
策
定
に
つ
い
て
も
協

議
し
、青
果
物
の
パ
レ
ッ
ト
輸

送
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

青
果
物
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
拡
大
に
向
け
た

共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

園
芸
部・経
営
企
画
部

　全
農
は
、持
続
可
能
な
青
果
物
流
通
の
実
現

の
た
め
、パ
レ
ッ
ト
輸
送
拡
大
に
向
け
た「
パ
レ
ッ

ト
共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
開
発
し
、実
証
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
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部会版

確
保
・
育
成
す
る
た
め
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」

を
展
開
す
る
こ
と
を
第
29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
決

議
し
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
簡
易
的

で
し
た
が
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」で
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
産
地
に
お
い
て
10
年
後
に「
誰
が
」、「
ど
の
よ

う
な
規
模
で
」、「
何
を
」栽
培
し
て
い
る
の
か
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
策
定
し
、
そ
の
産
地
を
維
持

し
地
域
農
業
振
興
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
担

い
手
を
ど
の
程
度
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、そ
の
担
い
手
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」で
は
新
規
就
農
支
援

と
事
業
承
継
支
援
を
取
り
組
み
の
核
と
し
て
い
ま

す
。

　
事
業
承
継
支
援
で
は
、①
後
継
者
を
確
保
し
て

い
る
経
営
体
で
は
経
営
体
内
で
の
事
業
の
承
継
、

②
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
経
営
体
で
は
経
営

体
の
外
か
ら
後
継
者
候
補
を
見
つ
け
て
く
る
、と
い

う
２
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。特
に
②
の
場
合
、
新

規
就
農
者
支
援
と
も
組
み
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
農
で
は
「
次
世
代
総
点
検
運
動
」
に
先
駆
け

て
、事
業
承
継
士
・
伊
東
悠
太
郎
氏
監
修
の
も
と
、

令
和
２
年
７
月
に
「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
部
会
版
〜

産
地
全
体
の
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
に
〜
」
を
発
行

り
ま
す
。現
在
64
歳
以
下
の
生
産
者
で
あ
る
30
％

の
生
産
者
が
全
員
営
農
を
継
続
し
た
と
し
て
も
、

基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約
70
万
人
と
な
り
、10
年

で
半
分
近
く
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。当

然
産
地
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
状
況
を
予
測

し
て
お
く
こ
と
が
、
10
年
後
の
産
地
を
考
え
る
う

え
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
、
産
地
の
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
、
さ
ら
に
は
地
域
農
業
の
次
世
代
の
担
い
手
を

　
令
和
２
年
時
点
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

1
3
6
万
人
お
り
、
そ
の
な
か
で
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
70
％
を
超
え
ま
す
。日
本
の
平
均

健
康
寿
命
（
日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

健
康
的
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
）
は

72
歳
と
言
わ
れ
て
お
り
、
10
年
後
に
は
こ
の
70
％

全
員
が
健
康
寿
命
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
数
字
か
ら
さ
ら
に
成
り
行
き
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
と
、
10
年
後
に
は
こ
の
70
％
の

生
産
者
の
う
ち
３
分
の
２
は
離
農
す
る
こ
と
と
な

　今
、皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
ど
ん
な
作
物
を
メ
イ
ン
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。そ
の
産
地
を
担
っ
て
い
る
生
産
部
会
は
ど
の
よ
う
な
部
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
10
年
後
そ
の
部
会
員
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か

―
。

今
回
の
特
集
で
は
10
年
後
の
産
地
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

し
、産
地
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
取

り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
「
事
業
承
継

ブ
ッ
ク
部
会
版
」の
取
り
組
み
で
は
、
統
計
情
報
や

部
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
部
会
の

将
来
像
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
め
ざ
す
べ
き
部

会
の
姿
を
策
定
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
部

会
全
体
で
協
議
・
決
定
し
、
部
会
10
年
プ
ラ
ン
と

し
て
と
り
ま
と
め
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と

で
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」に
掲
げ
ら
れ
た「
次

世
代
の
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
」
を
実
現
し

ま
す
。

　「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
部
会
版
」に
加
え
、
親
子
間

の
事
業
承
継
を
支
援
す
る
「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
親

子
版
」、
集
落
営
農
の
10
年
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
集
落
営
農
版
」、
現
経
営
者
か

ら
後
継
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
パ
ス
を
支
援
す

る
「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
、
事
業

承
継
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

事 
業 

承 

継
産
地
の
10
年
後
を

見
据
え
て
取
り
組
も
う

事業承継ブックは以下
URLから確認いただけま
す。冊子をご希望の方
は、ＪＡ全農ＴＡＣ・営農企
画課までご連絡ください。

https://www.zennoh.or.jp/
tac/business.html

「事業承継ブック」を活用したＪＡさがでの話し合い

産
地
の
10
年
後
を

考
え
て
み
よ
う

1
部
会
10
年
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
み
よ
う

3

次
世
代
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み

2
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て

4

事業承継ブック部会版より抜粋

電話：03-6271-8276
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部会版

確
保
・
育
成
す
る
た
め
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」

を
展
開
す
る
こ
と
を
第
29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
決

議
し
ま
し
た
。

　
先
ほ
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
簡
易
的

で
し
た
が
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」で
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
産
地
に
お
い
て
10
年
後
に「
誰
が
」、「
ど
の
よ

う
な
規
模
で
」、「
何
を
」栽
培
し
て
い
る
の
か
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
策
定
し
、
そ
の
産
地
を
維
持

し
地
域
農
業
振
興
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
担

い
手
を
ど
の
程
度
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、そ
の
担
い
手
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」で
は
新
規
就
農
支
援

と
事
業
承
継
支
援
を
取
り
組
み
の
核
と
し
て
い
ま

す
。

　
事
業
承
継
支
援
で
は
、①
後
継
者
を
確
保
し
て

い
る
経
営
体
で
は
経
営
体
内
で
の
事
業
の
承
継
、

②
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
経
営
体
で
は
経
営

体
の
外
か
ら
後
継
者
候
補
を
見
つ
け
て
く
る
、と
い

う
２
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。特
に
②
の
場
合
、
新

規
就
農
者
支
援
と
も
組
み
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
農
で
は
「
次
世
代
総
点
検
運
動
」
に
先
駆
け

て
、事
業
承
継
士
・
伊
東
悠
太
郎
氏
監
修
の
も
と
、

令
和
２
年
７
月
に
「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
部
会
版
〜

産
地
全
体
の
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
に
〜
」
を
発
行

り
ま
す
。現
在
64
歳
以
下
の
生
産
者
で
あ
る
30
％

の
生
産
者
が
全
員
営
農
を
継
続
し
た
と
し
て
も
、

基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約
70
万
人
と
な
り
、10
年

で
半
分
近
く
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。当

然
産
地
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
状
況
を
予
測

し
て
お
く
こ
と
が
、
10
年
後
の
産
地
を
考
え
る
う

え
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
、
産
地
の
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
、
さ
ら
に
は
地
域
農
業
の
次
世
代
の
担
い
手
を

　
令
和
２
年
時
点
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は

1
3
6
万
人
お
り
、
そ
の
な
か
で
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
70
％
を
超
え
ま
す
。日
本
の
平
均

健
康
寿
命
（
日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

健
康
的
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
）
は

72
歳
と
言
わ
れ
て
お
り
、
10
年
後
に
は
こ
の
70
％

全
員
が
健
康
寿
命
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
数
字
か
ら
さ
ら
に
成
り
行
き
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
と
、
10
年
後
に
は
こ
の
70
％
の

生
産
者
の
う
ち
３
分
の
２
は
離
農
す
る
こ
と
と
な

　今
、皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
ど
ん
な
作
物
を
メ
イ
ン
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。そ
の
産
地
を
担
っ
て
い
る
生
産
部
会
は
ど
の
よ
う
な
部
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
10
年
後
そ
の
部
会
員
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か

―
。

今
回
の
特
集
で
は
10
年
後
の
産
地
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

し
、産
地
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
取

り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
「
事
業
承
継

ブ
ッ
ク
部
会
版
」の
取
り
組
み
で
は
、
統
計
情
報
や

部
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
部
会
の

将
来
像
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
め
ざ
す
べ
き
部

会
の
姿
を
策
定
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
部

会
全
体
で
協
議
・
決
定
し
、
部
会
10
年
プ
ラ
ン
と

し
て
と
り
ま
と
め
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と

で
、「
次
世
代
総
点
検
運
動
」に
掲
げ
ら
れ
た「
次

世
代
の
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
」
を
実
現
し

ま
す
。

　「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
部
会
版
」に
加
え
、
親
子
間

の
事
業
承
継
を
支
援
す
る
「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
親

子
版
」、
集
落
営
農
の
10
年
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
集
落
営
農
版
」、
現
経
営
者
か

ら
後
継
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
パ
ス
を
支
援
す

る
「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
、
事
業

承
継
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

事 

業 

承 

継
産
地
の
10
年
後
を

見
据
え
て
取
り
組
も
う

事業承継ブックは以下
URLから確認いただけま
す。冊子をご希望の方
は、ＪＡ全農ＴＡＣ・営農企
画課までご連絡ください。

https://www.zennoh.or.jp/
tac/business.html

「事業承継ブック」を活用したＪＡさがでの話し合い

産
地
の
10
年
後
を

考
え
て
み
よ
う

1
部
会
10
年
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
み
よ
う

3

次
世
代
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み

2
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て

4

事業承継ブック部会版より抜粋

電話：03-6271-8276
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宮崎経済連直販ショップ　アパス

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

宮崎産日向夏　5kg化粧箱……6000円（税込み）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供  ＢＳフジ（ＢＳ８チャンネル）
全国各地でスポーツや芸術などを頑張る子どもたちを地元の特産品で応援！
毎週水曜21：55～22：00（再放送は毎週火曜22：55～23：00）

JA全農のインターネットショッピングモール

　宮崎県原産の柑橘「日向夏」の季節がやってきました。日
向夏は他の柑橘類と異なり、黄色の外皮はリンゴをむくよ
うにできるだけ薄くむき、中の白い部分と一緒に果肉を食べ
ます。特有の酸味と香りは日向夏ならではです。
　砂糖やはちみつをかけたり、ヨーグルトに入れたりして
も、おいしく食べられます。また「日向夏の酸味とマッチする」
と、しょうゆにつけて食べる人もいます。いちど試してみては
いかがでしょうか。

かんきつ

冬春なすのオムあんかけプレート
（みのりカフェ福岡パルコ店）

　全農は4月14日から4月29日の間、全国の「みのりみのる店舗（16店舗）」で
「冬春なす主産県協議会」とのコラボレーション企画「冬春なすフェア」を開催して
います。 【フードマーケット事業部】

期　間
令和4年4月14日（木）
～4月29日（金・祝）　

　ＪＡグループの冬春ナス主要産地（岡山県、徳島県、高知県、福岡県、佐
賀県、熊本県）が組織する「冬春なす主産県協議会」は、出荷最盛期を迎
える春先にかけて多くの人にナスを食べてもらうことを目的に、4月17日
を「なすび記念日」と制定し、販売促進や食育活動に取り組んでいます。
　今回のフェアでは、各産地の「長なす」「短なす」を店舗ごとに趣向を凝
らしたオリジナルメニューで提供します。

<メニュー提供概要>

全農直営飲食店舗１６店舗で「冬春なすフェア」を開催
４月１７

日は

「なす
び記念

日」

実施店舗　　　　　実施店舗：16店舗
みのるダイニング札幌ステラプレイス（北海道）／みのるダイニングフェザン盛岡（岩手）／みのりカフェエスパル仙台、グリルみのる
エスパル仙台（宮城）／みのる食堂銀座三越、みのりみのるチキン二子玉川東急フードショー（東京）／和牛とごはん焼肉じゅん枚方
市役所前（大阪）／みのるダイニングさんすて岡山（岡山）／みのる食堂エキエ広島、みのりみのるキッチン元気市広島（広島）／みの
りカフェアミュプラザ博多、みのりカフェ福岡パルコ（福岡）／みのりカフェ季楽コムボックス佐賀駅前（佐賀）／みのる食堂アミュプ
ラザくまもと（熊本）／みのりカフェ長崎駅（長崎）／カフェ＆ダイニングみのりみのるアミュプラザおおいた

Ｗｅｂサイト
はこちら

京都府産食材にこだわった料理を提供
ＪＲ京都駅前地下街に「みのりカフェ京都ポルタ店」オープン

　全農は、飲食店舗における「原産地表
示」の意義を広く消費者に啓発し、外食産
業での国産農畜産物の利用拡大を促進す
るため、そのモデルとなる国産食材100％
（※）の飲食店舗を全国で運営しています。
　同店では京都府産宇治茶のドリンクや
四季折々の果物を使用したパフェやソフト
クリームなどのスイーツ、京都府産食材の
食事など、「京都」や「旬」を感じていただ

けるメニューを提供します。なかでも宇治抹
茶ラテは、注文をいただいてからお客さま
の前で抹茶を点ててミルクに注ぐ提供スタ
イルで、見た目でもお楽し
みいただけます。また、テイ
クアウトメニューにも各種ド
リンクやスイーツ、バラエ
ティー豊富なサンドイッチな
どをご用意しています。

た

詳しくは
こちら

　京都府本部は３月２５日、直営飲食店舗「みのりカフェ京都ポルタ店」をＪＲ京都駅前地
下街「ポルタ西エリア」にオープンしました。　　　　　　　　　　　　　【京都府本部】

※国産では代替困難なコーヒー、香辛料など、一部原材料を除きます。

「

ヨ・
イ・ナ・ス」の日

み
の
り
カ
フ
ェ
ポ
ル
タ
外
観

宇
治
抹
茶
ラ
テ

宇
治
ほ
う
じ
茶
ラ
テ

新たな門出を迎えた新入職員 
令和４年度入会式（総務人事部）

「令和３年度ＪＡ全農契約栽培米多収
コンテスト」開催（米穀部）

ＥＶ急速充電器とＥＶカーシェアの
実証を開始（総合エネルギー部）

「ニッポンエール  長野県産りんご三兄弟」
新発売（営業開発部）

特集  事業承継
産地の１０年後を見据えて取り組もう
（耕種総合対策部）

ＪＲ京都駅前地下街に
「みのりカフェ京都ポルタ店」オープン
（京都府本部）

全農直営飲食店舗１６店舗で
「冬春なすフェア」開催（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　宮崎経済連直販ショップ  アパス

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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「ゴディバ×全農  コラボレーションプロジェクト」
ゴディバ日本上陸５０周年  ＪＡ全農創立５０周年  初の共同プログラムが始動5

面
（営業開発部）

3

4面

「ＧＯＤＩＶＡ×全農 コラボレーションプロジェクト」の発表会に出席した全農の桑田義文専務理事ら
関係者（５面）

EV急速充電器とEVカーシェアの実証を開始（3面）

JA京都駅前地下街に「みのりカフェ京都ポルタ店」
オープン（8面）

Web
限定

「箱根山麓紅茶」使用シフォンケーキ新発売
（神奈川県本部）

青
果
物
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
拡
大
に
向
け
た

　
　共
通
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築（
園
芸
部
・
経
営
企
画
部
）
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